
３　主な意見の概要

津市小中学校長会役員 津市立幼稚園長会役員 津市ＰＴＡ連合会本部役員

ＧＩＧＡスクール
構想の実現及びＩＣ
Ｔの効果的な活用

・ソフト面はロイロノートとデジタル教科書、ハード面ではタ
ブレットと大型テレビが、ハードとソフトで２大ツールと考
え、これをいかに活用して学びの質を高め深く学べるようにす
るかが大事である。この２大ツールを継続的に使って、より質
の高い教育の取組をしっかり展開していきたい。
・タブレットのリプレイス時の費用と破損時の対応について、
保護者負担を少なくするようお願いしたい。また、大型テレビ
については、古いものも残っているので、計画的な更新をお願
いしたい。

・オンライン研修等でこれから学ぶべきテーマ等に取り組みな
がら、幼稚園側からＩＣＴを活用して情報発信していくことが
必要と考えている。

幼小連携

・教育長をはじめ教育委員会の方々に、様々な場で幼児教育の
重要性を伝えてもらっているので、さっそく校長先生から幼小
連携や接続について声をかけてもらった園もあり、我々職員の
モチベーションアップにもなり、心強く感じている。
・小学校との連携について、以前から取り組んではいたが、今
年度から架け橋プログラムが実施されることとなった。公立幼
稚園の職員として、我々の口から小学校等へ伝え、話し合いな
がら、子どもたちの連続した学びがつながるよう進めていきた
い。

子どもへの対応
（不登校等）

・子どもの貧困や外国につながる子ども等、不登校に関わる子
どもたちについては、生活背景を見ながらしっかりと対応して
いくことが必要。行政、関係機関等に繋げるなど、子どもたち
の学びを継続していくために必要なことを、職員と一緒になっ
て取り組んでいくことが大事だと考えている。
・不登校の子どもにタブレット端末の活用も非常に有効である
ことを実感している。

・「さりげない学び」が幼児教育の本質であり、その学びに
よって教育効果が必ず現れてくるということを考えながら、子
どもたちと接し、また、津市で積み重ねてきた幼児教育の伝統
と歴史を大切にして取り組んでいきたい。

・不登校の子は津市内にも相当数いて、理由はそれぞれあると
思うが、義務教育、学費の保証という観点から何らかの対応策
をお願いする。また、岐阜市に公立で唯一の不登校特例校がで
きたと聞いている。それだけ困っている人が多いということだ
が、津市でも何かできることをがあればお願いしたい。
・不登校者数が増加の状況にあるが、心の成長として自己肯定
感を養うのに読書が大事ということで、朝の読書を取り入れて
いる学校があるとを聞いた。今後も、子どもたちの自己肯定感
を養っていく教育に力を入れてもらいたい。
・コロナの影響により、家庭環境や経済的な部分が子どもの学
びを狭めていないか、学習機会を失っていないか、心配りをし
てもらいたい。誰一人取り残さない津市の教育をしっかりやっ
ていってほしい。
・世界経済が大きく揺らぎ物価高騰となっている中、食費の高
騰が子どもたちに影響を与えている。学校給食についても、こ
の物価高騰が影響していて、子どもたちの学びの場所をしっか
り守っていくため、学校へ行くことに何らかの妨げになるよう
な状況が生じないよう、今後も取り組んでいく必要がある。

コミュニティ
スクール

・コミュニティスクールに関わることとして「学校を核とした
地域づくり」が言われている。学校の地域への開放も踏まえた
貢献ができるのではないかと考えている。今後、学校の改修整
備を考えていく時には、例えば学校の地域への開放も踏まえる
などの新しい発想が必要なのかもしれない。

・コミュニティスクールで話題になるのが学校の統合について
であり、地域の思いなど様々な意見が出てくることで、話が進
まず難しくなっていると感じている。どの地域でもこのような
話が出てきていることを現状としてお伝えしたい。

教職員の働き方

・教員支援員及びスクールサポートスタッフの配置によって、
教職員も子どもと向き合う時間や自分たちの働きを見直すきっ
かけになり、時間的な助けだけでなく、個々の働き方について
考えることができた。今後も人数や時間を増やしつつ、引き続
き人材確保をお願いしたい。

部活動への取組
（指導員等）

・部活動については、働き方改革も考慮しながら考えていくこ
とになると思うが、地域移行という形が提案されている。移行
先である社会教育の分野での枠組みと学校教育の分野での枠組
みではまだまだ差があるのが現状で、取組に向けて教育委員会
の方で音頭取り又はリードしていただくとありがたい。
・少人数の学校は教員の数も少なく専門分野の者がいるとは限
らないので、部活動指導員の人員の確保は非常にありがたい。

・今後の地域移行の取組について、津市としてのビジョンを
しっかりと保護者へ伝えていってほしい。

その他

・プール授業について、感染リスクを抑えながら、３年ぶりに
実施することができた。先生方が一生懸命に取り組んだ結果、
子どもたちの生き生きとした姿を見ることができた。水の事故
が多かったのも学校でのプール授業ができなかったことが要因
の一つかと思っている。今後も命の指導ができるよう、民間委
託を含め取組の方よろしくお願いしたい。

・公立幼稚園で育った先生達が、こども園、保育園に行った時
でも、幼稚園で学んできたことを活かして、先生方とチームと
して繋がりながら自信をもって自分の保育をし続けていってほ
しい。
・公立幼稚園は研修する時間の確保がしっかりしていているの
で、その間に力を付けて、こども園等へ異動となってもそこで
必要な力を広げていくことが幼児教育全体を底上げすることに
なると思うので、研修についてはこだわってやっていきたい。

・マスクを外せない子どもがいると聞くが、子ども以上に地域
や周辺の大人たちの理解が進んでいないようで、子どもに関わ
るすべての人が正しく理解する必要があると思う。学校、保護
者だけでなく、地域全体で不安を取り除いていく様な取組を進
めていただきたい。

・小学校低学年は、アナログ体験というものが非常に大事な要
素であることから、アナログ体験とデジタル体験とのバランス
を見極め、子どもと関わり合いながら授業に取り組んで行かな
ければならないと考えている。

・教員支援員、スクールサポートスタッフの体制のおかげで、
働き方に対して見通しをもって行動できるようになったと思っ
ている。現在の教員支援員１０人、２０校をさらに広げていた
だきたい。

・各学校の施設整備に関する意見のうち、特に水回りに関する
意見が数多くある中、先日ある学校で、担当者がすぐ確認しに
来てくれて大変喜んでいる。今後もこのような対応をお願いし
たい。
・トイレ洋式化により、便器からの水漏れで臭いがひどくなっ
たり、掃除の仕方も変わったりしてなかなか大変なことを聞い
ている。子どもたちが安心して心地よく使えるよう整備をして
いってもらいたい。
・４月当初から非常勤講師を任用できると聞いて喜んでいた
が、人材が見つからず、結局４月以降の任用となった。途中で
先生が替わることで子どもたちも落ち着かない状況になるの
で、４月当初からの確実な人材確保をお願いしたい。

・部活動の指導について、負担に思う先生もいれば、それをや
りがいに思う先生もいるので、すごく難しい問題だと思ってい
る。また、施設面などお金のかかる問題もあるので、そういう
ところは何とかしていってほしい。

令和４年度津市総合教育会議懇談会の結果について
１　懇談会の開催の趣旨
　総合教育会議懇談会は、市長と教育委員会が教育行政のあるべき姿を議論するにあたり、現場の声に耳を傾け、そこで把握したことを次年度以降の取組に活かすことを目的として
開催しています。
　懇談会は、平成２８年度から実施しており、今年度は、津市小中学校長会役員、津市立幼稚園長会役員、現場教職員の代表、津市ＰＴＡ連合会本部役員の皆様との懇談の場を設け
ました。
　今年度は、「今後の教育施策の取組について」をテーマとし、新型コロナウイルス感染症に対して、引き続き教育現場の中で状況に応じた適切な感染防止対策を行いながら取り組
んでいく必要があると考え、教育の現状についてお気付きのことやお考えのこと、また、これまでの取組をどう展開させていけばよいか等について、御意見等をお聴きしました。

２　開催日時
　令和4年8月17日（水）　14：00～15：00　津市小中学校長会役員
　　　　　　　　　　　　15：15～16：15　津市立幼稚園長会役員
　　　　　　　　　　　　16：30～17：30　三重県教職員組合津支部役員
　令和4年8月23日（火）　19：00～20：00　津市ＰＴＡ連合会本部役員

現場教職員の代表

・タブレット学習が定着しつつあるのは、研修会をしっかり
やっているおかげで指導ができているからだと実感している。
・子どもたちの学習スタイルの幅が広がった点がタブレット活
用の効果であり、課題としては、有害なサイトが表示してしま
う点である。学校内ならある程度指導できても、持ち帰り学習
時にトラブルが起こりうるのではないかと思う。そういった場
合の対策について、今後進めていってもらいたい。
・タブレットの持ち帰りが始まれば、修理に出す回数も増える
と思うので、十分な予備機の準備など柔軟な対応をお願いした
い。

資料１

令和4年11月14日　第49回総合教育会議


